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論文内容の要旨

[目的]

わが国では近年，胃がんは著しく減少してきたが，結腸がんは年々増加傾向を示している。特に都会

の男の結腸がんの増加は著し L、。本研究の目的はこれら異なった傾向を示す 2 つの消化管がんに共通し

た危険要因，両者で異なった傾向を示す危険要因，更に防御的に働いている要因などを比較患者・対照

研究により明らかにし，今後のがん予防に資する点にある。

[方法と対象]

調査対象は愛知県がんセンター病院の消化器科を受診した患者のうち胃がん，結腸がん，直腸がんと

病理組織学的に診断された40........70歳までのがん患者200人と同病院に受診した非がん患者の対照群350人

である。 1 人の医師による面接質問方式で約200項目調査し， 35項目の食品摂取状況についてのみ自記

表 1 年齢群別にみた比較患者・対照研究の対象者数(人)

胃がん群 結腸がん群 直腸がん群 対照群

年齢(歳) 男 女 男 女 男 女 男 女

40---55 29 17 11 5 10 10 57 33 

56--70 30 17 16 10 15 16 54 42 

企仁1』 計 59 34 27 15 25 26 111 75 

平均年齢 55.2 55.4 55.9 55.8 55.8 57.4 55.0 56.2 
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式のアンケート方式を採用した。調査期間は1981年 3 月から 1984年 3 月までの 3 年間。今回の分析対象

は表 1 の如く胃がん患者93人，結腸がん患者42人，直腸がん患者51人と性，年齢(:t 5 歳以内)，調査期

間 (6 ヶ月以内)をマッチさせた対象対照群186人である。

[結果]

1 )食習慣の特徴として胃がん患者群では米飯摂取回数が多く，塩辛い味を好み，結腸がん患者群で

は早くからパン・ミルクなど洋食の習慣を取り入れていた。

2) 35項目の単一食品群の摂取頻度では，塩干魚，白菜づけ，かぼちゃ，ピーマンが胃がんの，かぼちゃ，

鶏肉，ハム・ソーセージが結腸がんの，白菜づけ，かぼちゃ，鶏肉などが直腸がんの危険度を高めて

いた。一方ミルクは直腸がんの危険度を有意に下げていた。

3 )食事の仕方については直腸がん患者群で熱い食事を好み，よくかまずに呑み込むなどの傾向がみら

れたが，統計学的に有意ではなかった。

4) 晴好品については喫煙が胃がんの危険度を高めており，逆に結腸がんの危険度を下げていた。アル

コールの中等量摂取は 3 部位のがんの危険度を下げていた。

5 )排便習慣では，結腸がん患者群で排便時間が長く，便が軟らかく，排ガスが多いなどの傾向を示し

fこ O

6 )身体的特徴(身長，体重)，血液型などには 3 者とも患者，対照群で差がみられなかった。既往歴で

は胃がん患者群でかぜにかかりにくい者が多かった。

7 )高学歴，専門職の占める率は結腸がん患者群で高く，胃がん患者群で低く，健康意識，検診参加意

欲については 3 者とも患者群で低かった。

[総括]

以上，表 2 に食習慣，喫煙習慣，飲酒習慣などの主な結果をまとめてみた。それによると胃がん患者

群と結腸がん患者群の食生、活習'慣は異った傾向を示し，直腸がん患者群はやや胃がんに近い傾向を示し

表 2 発生部位別にみたがんの食習慣，喫煙習慣，飲酒習慣などの危険度に関する比較

胃がん (R R) 結腸がん (R R) 直腸がん (R R) 

米 飯 毎 回 +++ (1.8) (0.7) (1.0) 

濃い塩味を好む 十++ (2.6) 十 (1.6) 十 (1.8) 

草月 ノマ ン 食 (0.6) 十十十 (2.0) (0.6) 

油濃い味を好む (0.9) + (1.9) (0.6) 

熱いものを好む (1.3) + (1.7) +++ (3.5) 
よくかまない習慣 + (1.7) + (1.5) +++ (2.2) 

喫 煙 習 d慣 十十 (2.0) (0.6) (1.1) 

飲 酒 習 慣 (0.7) (0.7) (0.6) 

十++ R R>><(相21050 7 対危険度) >1.5, P<0.05 十十 :RR 
+ : RR 

:RR 
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た。今回の調査の問題点は対照群に消化器疾患(特に胃疾患)の患者が多かったことにあり，そのため

胃がんの危険要因は希釈された可能性が強い。しかし本研究によりそれぞれのがん患者群の特徴がいく

つか明らかにされた。今後胃がん大腸がんのみならずそれらと同様の増減傾向を示す他部位のがんも

含めて本研究をさらに発展させていきたい。

論文の審査結果の要旨

近年，本邦では胃がんが減少してきたものの大腸がんは逆に増加傾向を示しているo この現象は戦後

の日本人の食生活様式の欧米化傾向に関連して起こっていることが記述疫学的研究結果より示唆されて

いる。

本研究は分析疫学的研究手法(患者・対照研究)を用いて胃がん，大腸がんの患者群と非がん患者群

の食習慣を同時比較することにより，両がん患者群の食生活様式の特徴を明らかにしたもので，将来本

邦で増減しつつあるがんの同時予防対策を検討していく上において，意義深い研究と考えるO
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